
  

１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 

  

        

平成23年３月期  第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

        平成22年８月３日

上場会社名 株式会社ヒューテックノオリン 上場取引所  東 

コード番号 9056 ＵＲＬ  http://www.hutechnorin.co.jp 

代表者          （役職名）代表取締役社長 （氏名）松田 靫夫 

問合せ先責任者  （役職名）
常務取締役 

総合企画部長  
（氏名）綾 宏將 （ＴＥＬ）03（3632）3434 

四半期報告書提出予定日 平成22年８月11日 配当支払開始予定日 － 

四半期決算補足説明資料作成の有無：無     

四半期決算説明会開催の有無      ：無     

  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  8,202  2.0  546  △19.0  615  △12.9  205  △41.9

22年３月期第１四半期  8,040  3.7  674  72.9  706  63.4  354  40.5

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  19  72  －  －

22年３月期第１四半期  33  94  －  －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  25,559  14,618  56.0  1,372  23

22年３月期  24,132  14,550  59.0  1,365  79

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 14,314百万円 22年３月期 14,247百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  －  －  10 00 － － 13 00  23  00

23年３月期  －  －

23年３月期（予想）  10 00 － － 10 00  20  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  16,480  1.5  870  △15.0  950  △12.5  470  △16.2  45  05

通期  32,900  1.8  2,100  △7.0  2,200  △8.3  1,150  △12.2  110  24
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４．その他（詳細は、[添付資料］３ページ「その他の情報」をご覧ください。） 

  

 （１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

    新規 －社 （ － ）  、除外 －社 （ － ） 

    （注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

 （２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

    （注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

 （３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

    ①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

    ②  ①以外の変更              ：無 

    （注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務 

       諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

 （４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

 （※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示） 

    この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算 

   短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。  

  

 （※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項） 

    本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理性で 

   あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性がありま 

   す。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等は、四半期決算短信（添付資 

   料）の３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 10,438,000株 22年３月期 10,438,000株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 6,237株 22年３月期 6,200株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 10,431,779株 22年３月期１Ｑ 10,431,800株
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 （１）連結経営成績に関する定性的情報 

  （当第１四半期の概況） 

   当第１四半期連結会計期間における日本経済は、好調な新興国経済の回復を背景にした輸出拡大が一部に見ら 

  れる一方、欧州の信用不安による世界的な景気回復の遅れが懸念される中、国内個人消費低迷による先行きの不 

  透明感が続いてまいりました。 

   また、当社グループが主軸を置く低温食品業界の動向につきましては、市販用（主に量販店向け）においては 

  消費者の低価格志向を背景に回復基調にありますが、業務用（主に外食向け）においては外食産業の不振が影響 

  し、苦戦を強いられている状況が続いております。 

   このような環境の下、営業収益におきましては、中部支店（愛知県小牧市）が本年５月に稼働開始となったこ 

  とや、既存支店における新規寄託者の獲得などにより、増収を確保することができました。 

   利益につきましては、引き続き固定費の更なる圧縮や業務改善による経費削減に取り組んでまいりましたが、 

  中部支店立ち上げによる初期費用の発生により、減益となりました。 

   以上の結果、当第１四半期連結会計期間の営業収益は82億２百万円（前年同期比 2.0％増）、営業利益は５億 

  ４千６百万円（前年同期比19.0％減）、経常利益は６億１千５百万円（前年同期比12.9％減）となりました。ま 

  た四半期純利益は当第１四半期連結会計期間から「資産除去債務に関する会計基準」を適用し、特別損失を２億 

  １百万円計上したことなどにより、２億５百万円（前年同期比41.9％減）となりました。 

  

  （セグメント別営業概況） 

   セグメントの状況は次のとおりであります。 

    ①保管在庫型物流事業 

      関西地区における既存寄託者の稼動増や、前期後半から段階的に受託を開始した新規寄託者の本格稼動、 

     そして本年５月からの中部支店の稼動など、低温食品を中心とした共同配送が堅調に推移したことなどに 

     より、営業収益は58億３千万円となりました。また、営業利益は中部支店の立ち上げに係る初期費用や前 

     年同期に比較して燃油価格の上昇があったことなどにより、６億９千８百万円となりました。 

    ②通過型センター事業 

      量販店向けの取扱物量の伸び悩みにより、営業収益は20億４千９百万円となりました。営業利益は前年 

     同期に比較して燃油価格の上昇等が主な要因となり、２億７千６百万円となりました。 

      

 （２）連結財政状態に関する定性的情報 

   資産、負債および純資産の状態につきましては、資産の部において、中部支店の建物及び構築物ならびにリー 

  ス資産の増加などにより、当第１四半期連結会計期末の資産合計は、255億５千９百万円（前連結会計年度末比 

  14億２千７百万円増）となりました。負債の部においては、リース債務の増加などにより、109億４千万円（前連 

  結会計年度末比13億５千８百万円増）となりました。純資産の部は利益剰余金の増加などにより、146億１千８百 

  万円（前連結会計年度末比６千８百万円増）となりました。 

   以上の結果、自己資本比率は56.0％（前連結会計年度末比 3.0ポイント減）となりました。 

  

  （キャッシュ・フローの状況） 

   当第１四半期連結会計期間末における現金および現金同等物（以下、「資金」という）は、10億４千９百万円 

  となり、前連結会計年度末と比較して１億５千万円の増加となりました。 

    ①「営業活動によるキャッシュ・フロー」 

      当第１四半期連結会計期間において、営業活動の結果得られた資金は３億４千５百万円（前年同期比 

     45.6％減）となりました。これは、税金等調整前四半期純利益が２億６千万円減少したことなどが主な要 

     因です。 

    ②「投資活動によるキャッシュ・フロー」 

      当第１四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得等によ 

     り、４億１千８百万円（前年同期比45.4％減）の使用となりました。 

    ③「財務活動によるキャッシュ・フロー」 

      当第１四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の増加等により、 

     ２億２千３百万円（前年同期比180.2％増）の獲得となりました。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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 （３）連結業績予想に関する定性的情報 

   平成23年３月期連結業績予想につきましては、営業収益、営業利益、経常利益につきましては、通期の連結業 

  績予想（平成22年５月10日公表）に対し、概ね計画通りの進捗となっております。 

   一方、四半期純利益につきましては、資産除去債務を特別損失に計上したことにより、通期の連結業績予想に 

  対する進捗率は２割弱となっておりますが、当初公表時におきましても、第３四半期以降に当期純利益の伸長を 

  計画しているため、第２四半期連結累計期間ならびに通期の連結業績予想につきましては、平成22年５月10日公 

  表の数値の修正は行わないことといたします。  

  

   

 （１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

     該当事項はありません。 

  

 （２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

        ①法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の計上基準 

       法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する 

      方法によっております。 

     ②繰延税金資産の回収可能性の判断 

       繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ一時差異等 

      発生状況に著しい変化が無いと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタ 

      ックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

 （３）四半期連結財務諸表に係る会計処理の原則・手続・表示方法等の変更 

        ①「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

       当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20 

      年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成 

      20年３月31日)を適用しております。 

       これにより、営業利益、経常利益はそれぞれ２百万円減少しており、税金等調整前四半期純利益は２ 

      億４百万円減少しております。 

       また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は１億８千３百万円であります。 

  

 （４）継続企業の前提に関する重要事象の概要 

     該当事項はありません。  

   

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,309,007 1,158,691

営業未収入金 2,989,664 3,017,725

繰延税金資産 73,212 176,318

その他 269,983 228,396

貸倒引当金 △325 △320

流動資産合計 4,641,542 4,580,812

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 7,343,738 5,435,368

機械装置及び運搬具（純額） 879,496 509,464

土地 8,032,980 8,032,980

リース資産（純額） 1,506,785 629,202

建設仮勘定 12,647 1,821,680

その他（純額） 15,461 15,537

有形固定資産合計 17,791,109 16,444,235

無形固定資産   

ソフトウエア 233,789 249,892

無形固定資産合計 233,789 249,892

投資その他の資産   

投資有価証券 1,261,054 1,289,134

長期貸付金 675,000 675,000

繰延税金資産 389,651 312,545

その他 579,580 593,205

貸倒引当金 △12,600 △12,600

投資その他の資産合計 2,892,687 2,857,285

固定資産合計 20,917,586 19,551,412

資産合計 25,559,128 24,132,225

負債の部   

流動負債   

営業未払金 1,194,586 1,197,786

短期借入金 2,783,000 2,364,600

未払法人税等 160,141 666,228

賞与引当金 76,500 224,920

役員賞与引当金 6,875 28,200

その他 2,752,928 2,152,500

流動負債合計 6,974,031 6,634,234
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

固定負債   

長期借入金 928,000 928,000

リース債務 1,311,972 492,315

退職給付引当金 806,142 782,993

役員退職慰労引当金 125,787 132,294

再評価に係る繰延税金負債 526,424 526,424

その他 267,947 85,836

固定負債合計 3,966,274 2,947,863

負債合計 10,940,305 9,582,098

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,217,560 1,217,560

資本剰余金 1,392,060 1,392,060

利益剰余金 12,107,423 12,037,323

自己株式 △5,168 △5,140

株主資本合計 14,711,874 14,641,803

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 38,829 41,757

土地再評価差額金 △435,901 △435,901

評価・換算差額等合計 △397,071 △394,143

少数株主持分 304,019 302,467

純資産合計 14,618,822 14,550,127

負債純資産合計 25,559,128 24,132,225
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業収益 8,040,425 8,202,279

営業原価 6,917,713 7,166,676

営業総利益 1,122,711 1,035,602

販売費及び一般管理費 447,800 489,007

営業利益 674,911 546,595

営業外収益   

受取利息 4,454 4,454

受取配当金 9,360 18,025

持分法による投資利益 11,932 5,656

補助金収入 － 25,000

その他 24,541 38,383

営業外収益合計 50,289 91,518

営業外費用   

支払利息 16,950 21,999

その他 1,878 625

営業外費用合計 18,829 22,624

経常利益 706,371 615,489

特別利益   

固定資産売却益 128 －

特別利益合計 128 －

特別損失   

固定資産除売却損 2,536 1,130

投資有価証券評価損 56,716 25,782

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 201,572

特別損失合計 59,252 228,485

税金等調整前四半期純利益 647,247 387,004

法人税、住民税及び事業税 188,698 150,300

法人税等調整額 100,902 27,281

法人税等合計 289,601 177,581

少数株主損益調整前四半期純利益 － 209,423

少数株主利益 3,576 3,710

四半期純利益 354,069 205,712
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 647,247 387,004

減価償却費 186,448 267,165

貸倒引当金の増減額（△は減少） 7 5

賞与引当金の増減額（△は減少） △137,300 △148,420

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △21,325 △21,325

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,582 23,149

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △6,096 △6,507

受取利息及び受取配当金 △13,815 △22,479

支払利息 11,963 21,999

持分法による投資損益（△は益） △11,932 △5,656

投資有価証券評価損益（△は益） 56,716 25,782

有形固定資産売却損益（△は益） △128 －

固定資産除売却損益（△は益） － 1,130

固定資産除却損 2,536 －

売上債権の増減額（△は増加） 37,890 28,061

仕入債務の増減額（△は減少） △31,700 △3,200

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 201,572

その他 384,021 221,068

小計 1,107,114 969,351

利息及び配当金の受取額 19,319 27,987

利息の支払額 △4,212 △17,570

法人税等の支払額 △486,349 △634,044

営業活動によるキャッシュ・フロー 635,871 345,723

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 △2,213 △1,813

有形固定資産の取得による支出 △776,736 △367,122

有形固定資産の売却による収入 260 －

無形固定資産の取得による支出 － △49,618

その他 12,054 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △766,635 △418,555

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 300,000 500,000

長期借入金の返済による支出 △84,800 △81,600

リース債務の返済による支出 △25,728 △66,408

自己株式の取得による支出 － △28

配当金の支払額 △107,729 △126,715

少数株主への配当金の支払額 △2,100 △2,100

財務活動によるキャッシュ・フロー 79,642 223,147

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △51,121 150,315

現金及び現金同等物の期首残高 1,022,917 898,691

現金及び現金同等物の四半期末残高 971,795 1,049,007

2010/08/03 10:59:27

-9-



    該当事項はありません。 

  

 〔事業の種類別セグメント情報〕 

  前第１四半期連結累計期間（自 平成21年 4月 1日 至 平成21年 6月30日）         （単位：千円） 

   

 〔セグメント情報〕 

 （追加情報） 

   当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21 

  年 3月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平 

  成20年 3月21日）を適用しております。 

   前期以前は、一般に馴染みのある「業務形態別」（運輸業・倉庫業等）に報告してまいりましたが、物流業界  

  における保管・仕分・運送等の一貫した事業が定着した現在、当第１四半期連結会計期間から、より経営管理実 

  態に適合した「顧客形態別」の報告に変更することといたしました。 

   

 １．報告セグメントの概要 

   当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が可能であり、取締役会が、経営資源の 

  配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

   従いまして、当社は営業本部内に以下のセグメント別に事業部を置き、各事業部は包括的な戦略を立案し、営 

  業活動を展開しております。  

   「ＤＣ事業」においては、当社の倉庫内にて寄託貨物の保管・名義変更や車両別・届け先の仕分けを行うとと 

  もに、専用車による輸配送業務を行っております。「ＴＣ事業」においては、量販店等の専用センター内にて、 

  店舗別・カテゴリー別仕分けや生産加工を行うとともに、即日配送による店舗納品までの受託業務を行っており 

  ます。 

   （注）１．「保管在庫型物流事業（ＤＣ事業）」：ＤＣとはDistribution Center を省略した呼称 

      ２．「通過型センター事業（ＴＣ事業）」：ＴＣとはTransfer Center を省略した呼称 

     

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

   運送事業 倉庫事業 その他事業 合計 消去又は全社 連結 

 営業収益 

  

 ①外部顧客に対する 

  営業収益 

  

 ②セグメント間の 

  内部営業収益 

  又は振替高 

  

  

   

 

 

 

5,499,222

29,465

  

  

 

2,180,057

27,568

  

  

361,145

2,352

   

  

 8,040,425

59,385

  

  

  

 

 

－

△59,385

   

  

 

8,040,425

－

計  5,528,687  2,207,625  363,497  8,099,810  △59,385  8,040,425

営業利益  821,531  265,184  35,995  1,122,711  △447,800  674,911
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 ２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  当第１四半期連結累計期間（自 平成22年 4月 1日 至 平成22年 6月30日）   （単位：千円） 

 （注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、警備業等を含んでおります。 

  

 ３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書上との差額及び当該差額の主な内容 

   （差異調整に関する事項） 

                      （単位：千円） 

   （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。  

  

    該当事項はありません。 

  

  

   

報告セグメント  
その他（注） 合計 

ＤＣ事業 ＴＣ事業 計 

 営業収益 

  

 ①外部顧客に対する 

  営業収益 

  

 ②セグメント間の 

  内部営業収益 

  又は振替高 

   

  

  

 

 

5,830,054

5,591

   

  

   

 

2,049,147

9,417

   

  

  

 7,879,201

15,009

   

  

  

 323,077

－

   

 

 

8,202,279

15,009

計  5,835,646  2,058,565  7,894,211  323,077  8,217,289

セグメント利益  698,524  276,130 974,655  60,947  1,035,602

利益 金額 

 報告セグメント 計 974,655

「その他」の区分の利益  60,947

 全社費用（注）  △489,007

 四半期連結損益計算書の営業利益  546,595

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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